
『評価からはじめるまちづくり！2010』（第２グループ）

施策名

対　象 市民・関係機関，市域

意　図 水害や地震などの自然災害から守られる

参加者

グループワークⅠ グループワークⅡ

市民の
評価

効果

市の
評価

自然災害対策の推進

①　市民アンケート調査「避難場所を知っている」と答えた市民の割合
②　市民アンケート調査「防災対策をしている」と答えた市民の割合
③　市民アンケート調査「防災訓練に参加する」と答えた市民の割合

　 武藤　喜治（11日のみ），村田　巌，山口　瑞希，遠藤　裕治，小林　茂貴

3

成果指標及び課題

成果指標

理由など

2

（時間切れでした・・・） 

行政の自主防
災（個人）の指
導 
やや不足② 

急傾斜地の表
示を見かけた
人がいない② 

防災対策をし
ている市民が
尐ない 
指導不足② 

災害の際に市
民が協力して
復旧活動をで
きるか 
マニュアル② 

地域同士のつ
ながりが薄れて
きている② 

地域消防団の
後継者不足② 

自主防災組織結
成① 
よく知られていな
い・・・ 

年代による 
防災意識の差② 

防災グッズが
家にあるか③ 

改良事業以前
の被害を知っ
ているか③ 

災害に対す
る知識不足
① 

食料等の備
蓄の呼びか
け① 

危険個所を知っ
ているか② 

学校での防災
教育必要 
進み具合低い
① 

災害時の近所
の協力関係が
とれていない② 

災害時に付近
の市町村との
連携がとれる
か③ 

行政 地域 

個人 
自主防災意識
を高める為， 
商工会等通じて
の対策の推進
① 

防災無線の
都市部と田舎
の差がある② 避難場所の整

備があまい② 

地域の自主防
災組織の強化
に対する指導
が必要② 

避難後の対策，
関係組織の連
携がとれるか
② 

自主防災組織
が出来ても地
域の危険個所
の点検不足② 

水害マップが配
布されている④ 

 
１）避難場所の整備，
備蓄の確認 
２）急傾斜地など危険
箇所の数 
３）避難支援者に対す
る情報の提供，講習会
の実積率 
４）地域での防災対策
指導をした回数（行政
が地域に向けて） 
５）各家庭に消防指導
をした回数 
６）市民アンケート調査
or地域への調査で「防
災における行政の指
導に満足している」と
答えた市民の割合 
７）「防災マップが配ら
れているのを知ってい
る」と答えた市民の割
合を市民アンケート調
査 
８）地域防災リーダー
の育成講習会の開催
回数 

 
１）災害に関す
る知識を十分
持っていると答
えた人の数 
２）アンケートに
よる備蓄の有無 
３）市民アン
ケート調査「自
主防災組織」に
ついて知ってい
ると答えた市民
の割合 

 
１）自主防災組織における近隣地域との連携 
２）各市町村に「災害時に付近の市町村との連携
がとれているか」調査する 
３）近所とのコミュニケーションがあるか 
４）市民アンケート調査「地域同士のつながりがあ
る」と答えた市民の割合 
５）防災組織の能力テスト的なもの 
６）防災訓練参加者の熟練度を数値化 
７）防災知識を頭と体で覚える為の訓練 
８）自主防災組織の数 
９）地域での災害対策に参加した人の数（アンケー
ト） 
10）アンケート「地区の防災対策に参加しているor
知っている」と答えた市民の割合 
11）若者の地域消防団における加入の割合 
12）住民の安否確認及び集団避難体制のマニュア
ルの作成数 
13）年代別の防災アンケート（小・中・高・職場で） 
14）年代別に「防災意識の割合」について市民アン
ケート調査をする 
15）住民への災害・防災に対するアンケート 
16）地域の防災活動を深めるための会の回数 
17）地域の防災活動の連携の数 
 
 

自助 共助 公助 


